
平
成
20
年
6
月
2
日
／
Ｎ
ｏ
．
1

号

大
変
遅
れ
ま
し
た
代
表
者
の

中
村
で
ご
ざ
い
ま
す

お
客
様
の
こ
と
を
本
気
で
考
え
る

平
成
20
年
6
月
23
日
／
Ｎ
ｏ
．
2

号
業
務
委
託
契
約
書
と
報
酬
手
数

料
規
定
を
定
め
ま
し
た

西
川
経
営
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

三
つ
の
か
け
算

平
成
20
年
7
月
2
日
／
Ｎ
ｏ
．
3

号食
料
自
給
率
39
％
は
独
立
国
で
は

な
い

任
せ
な
さ
い

お
酒
の
話

平
成
20
年
7
月
9
日
／
Ｎ
ｏ
．
4

号真
名
板
の
鯉
？

弁
護
士
の
話

平
成
20
年
7
月
16
日
／
Ｎ
ｏ
．
5

号
組
織
は
ア
タ
マ
か
ら
腐
る

ア
リ
さ
ん
の
話

平
成
20
年
7
月
23
日
／
Ｎ
ｏ
．
6

号

組
織
は
ア
タ
マ
か
ら
腐
る
、

パ
ー
ト
2

平
成
20
年
7
月
30
日
／
Ｎ
ｏ
．
7

号

21
年
よ
り
相
続
税
が
改
悪
？

兵
庫
の
お
じ
さ
ん

22
年
目
の
新
前
川
リ
ポ
ー
ト

平
成
20
年
8
月
6
日
／
Ｎ
ｏ
．
8

号昨
年
の
今

原
油
価
格
１
５
０
ド
ル
目
前
、
上

げ
の
た
め
の
下
げ
？

平
成
20
年
8
月
12
日
／
Ｎ
ｏ
．
9

号

キ
リ
ギ
リ
ス
し
す
て
む
か
ら

逆
行
の
時
代

無
い
も
の
が
余
り
、
余
る
も
の
が

無
く
な
る

2
年
目
の
梅
干
し

平
成
20
年
8
月
19
日
／
Ｎ
ｏ
．
10

号夏
休
み
の
宿
題

過
去
の
延
長
は
も
う
通
用
し
な
い

平
成
20
年
8
月
26
日
／
Ｎ
ｏ
．
11

号創
刊
号
か
ら
の
篤
い
思
い

税
務
職
員
と
は

平
成
20
年
9
月
2
日
／
Ｎ
ｏ
．
12

号顧
客
と
共
に
37
年
目

代
表
取
締
役
の
履
歴
と
経
過
報
告

平
成
20
年
9
月
9
日
／
Ｎ
ｏ
．
13

号虎
の
威
を
借
る
狐
？

平
成
20
年
9
月
17
日
／
Ｎ
ｏ
．
14

号百
年
に
一
度
の
変
化

知
覧
へ
行
き
た
い

平
成
20
年
9
月
22
日
／
Ｎ
ｏ
．
15

号組
織
は
９
９
％
ト
ッ
プ
で
決
ま
る

顧
客
貢
献
の
仕
事
は
人
間
性
を
高

め
る
手
段

平
成
20
年
10
月
1
日
／
Ｎ
ｏ
．

16
号

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
23
年
前
の
要

請
が
今
の
状
況

更
に
任
せ
ま
し
ょ
う

こ
の
秋
も
っ
と
本
を
読
も
う

平
成
20
年
10
月
6
日
／
Ｎ
ｏ
．
17

号嘘
を
つ
か
れ
る
人

既
成
メ
デ
イ
ア
は
報
道
機
関
で
な

く
政
治
機
関
そ
の
も
の
？

派
遣
業

ア
メ
リ
カ
の
没
落
と
自
民

平
成
21
年
1
月
9
日
／
Ｎ
ｏ
．
18

号天
網
恢
々
疎
に
し
て
漏
ら
さ
ず

社
員
は
社
長
の
鏡

社
長
は
社
員

の
鏡
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「
高
賃
金
や
ポ
ス
ト
だ
け
で
は
社
員
の
や
る
気
を
維
持
で
き
な
く
な
っ

た
。
何
の
た
め
に
働
い
て
い
る
の
か
、
社
会
の
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
、

と
根
源
的
な
と
こ
ろ
に
人
々
が
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」

テ
ス
ト
で
高
い
偏
差
値
を
取
っ
て
進
学
校
へ
入
り
、
医
者
や
官
僚
に

な
る
か
大
企
業
に
就
職
し
て
、
そ
こ
で
も
よ
り
高
い
ポ
ス
ト
を

目
指
し
て
競
争
し
…
…
と
い
う
「
単
線
型
の
成
長
・
成
功
モ
デ

ル
」
を
理
想
と
す
る
価
値
観
は
、
中
央
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
主
導

の
国
家
づ
く
り
と
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
（
同
時
化
）
し
て
繁
栄
を

築
い
て
き
た
。
そ
れ
で
果
た
し
て
豊
か
さ
の
実
感
が
得
ら
れ
た

の
か
。

「
介
護
労
働
者
の
賃
金
を
月
額
４
万
円
引
き
上
げ
る
」
と
民
主

党
が
公
約
に
挙
げ
る
ほ
ど
福
祉
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
々
は
貧

し
い
が
、
そ
の
福
祉
職
場
に
企
業
を
退
職
し
た
人
が
再
就
職
す

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

雇
用
や
医
療
や
介
護
の
ひ
び
割
れ
が
足
元
ま
で
広
が
り
、
豊
か
さ
の

実
感
ど
こ
ろ
か
日
々
の
生
活
に
窮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
民
意
の
う
ね

り
が
一
気
に
顕
在
化
し
た
。

（
記
者
の
目
・
毎
日
）


